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研究業績データベース ログイン画面へ

大学 法人イントラネット

研究業績データベース ログインページ

図書館ホームページ（学内）

研究業績データベースは以下のページからアクセスできます。

URL : https://gyoseki.twmu.ac.jp/twmap/P300



研究業績データベースへのログイン方法

ユーザーIDを入力
パスワードを入力

「ログイン」をクリック

ユーザーID/パスワードについて

研究業績データベースの個人用ID/PWは、法人イントラネットの
「JOINT(連絡先検索ツール)」のID/PWと共通です。
ID/PWが不明な場合は、各部署のJOINT事務フォロー担当者に
お問い合わせください。
パスワードは、JOINT内で変更できます。
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入力マニュアル
ダウンロードできます。
ご利用ください。

研究業績基準

業績として登録する
研究成果の種類が
わかります。

最近のお知らせを
掲載しています。



メインメニュー

画面のヘルプ
を表示します。

研究業績データベースを終了するには

終了するには、画面左上の「ログオフ」をクリックするか、画面右上の「×」印を
クリックして、画面を閉じてください。

※一定の時間、操作が行われないと自動的にセッションが切れます。
ご注意ください。

個人調書の印刷や
ダウンロードができます。
→.28

事務局からのお知らせ、
マニュアル等があります。
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業績入力
画面へ→p.6



英語ページについて

「著書」「学術雑誌」「学会発表」

和雑誌が正式な欧文誌名を併せ持つ
場合は、雑誌名をローマ字書きし

イコールを入れ、欧文誌名を入力して
ください。
例） Nihon Ishikai zasshi = Journal of  

the Japan Medical Association

ない場合は雑誌名をローマ字書きし
てください。

※独自に翻訳しないようお願いします。

研究業績の編集ページへ＞「個人情報」「氏名（ローマ字）」の欄は必ず
入力してください。 →p.8

入力しないと・・・

・英語ページに切り替えた際、日本語
の氏名が表示されます。

・英語の業績を登録する際、「著者・共
著者リスト」に日本語の氏名が入力さ
れてしまいます。→p.23
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公開ページ右上の「English」をクリックすると表示が英語ページに切り替わります。

日本語ページ

英語ページ

「英訳欄」に入力しないと、英語ページ
に切り替えた際、原語欄（日本語な
ど）が表示されるなど、きちんと表示さ
れません。

個人ページでは業績自体公開されな
くなるため、英語ページに切り替えた
際、表示される業績件数が減ります。



研究業績の編集画面

現在この項目は
使用していません。

入力項目の一覧です。各項目をクリックして情報
を入力します。

個人調書の印刷やダウンロードができます。

これらは必須項目です。必ず入力してください。
個人情報および学歴は最初に入力してください。

公開画面を確認できます。

（データ提供先アイコン）について

文部科学省申請書類（個人調書）に使用するデータ

大学基準協会申請書類に使用するデータ

大学における研究業績HPに公開するデータ

researchmapへ提供するデータ

受賞学術賞、社会における活動は、「公開可」にし
ておくと、講座アカウントでの設定により、講座ペー
ジからも公開されます。

学内委員歴は、職務上の実績に入力してください。

6

入力すると、公開ページ上で専門分野ごとに教員
情報が表示されます
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◆業績（学術雑誌・著書・学会発表）の公開設定

業績ごとに「公開可」に設定する方法

プルダウンから公開区分
を選びます。

公開区分を選び、「登録」
をクリックします。

情報公開の可否設定

大学の業績HPおよびresearchmapへの情報提供を設定できます。

大学公式サイトでの公開は「公開可」としてください。
実際に公開する業績については、個別に設定可能です（下部参照）

編集が完了した業績を一括で「公開可」に設定する方法

※公開区分アイコンについて
公開可：研究業績HP、researchmap両方で一般公開
rmap提供可(研究者間公開)：研究業績HPでは非公開、researchmapではログインした
研究者だけに公開
rmap提供可(非公開)：研究業績HPでは非公開、researchmapには情報提供されるが
本人のみ閲覧可
非公開：研究業績HPは非公開、researchmapには情報提供されない

（論文などの業績については非公開でも、紐づけた関連講座のページでは公開されます）

2022.1.26 改訂



必須項目 個人情報

通称名で業績を公開したい方は、
通称名欄（フリガナ、ローマ字全て）を入力してください。
姓と名の間はスペースを入れます。

氏名(ローマ字) は必ず入力してください。

入力しないと・・・
・英語ページに切り替えた際、日本語の氏名が
表示されます。

・英語の業績を登録する際、「著者・共著者リス
ト」に日本語の氏名が入力されてしまいます。
入力形式
姓(大文字） スペース 名(最初の字のみ
大文字) 
[例] SUZUKI Hanako
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登録ボタンをクリックすると
変更が登録されます。



必須項目 学歴

入力したい学歴が複数ある場合、
ひとつずつ 「新規登録」で入力し
てください。
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・・・

学位の入力・公表は必須です。
取得学位は必ず入力し、公開フラグを「公開可」としてください。

・・・

博士を未取得の場合は、「学士（医学）」等と
入力してください。

※「論文博士」の場合は、大学卒業とは別立てで学校種類区分を「学位取得のみ」とし、取得
方法区分を「論文」として登録してください。

2022.1.26 改訂

●●● ◆◆◆



学術雑誌・著書・学会発表の入力について

◆業績入力の流れ

業績の登録は原則として、第一著者が行なってください。
第一著者が外部の研究者の場合は、学内の共著者が登録します。
各研究者間で相談の上、お決めください。

業績検索
p.12～13

業績DB内
に同じ
業績あり
p.14～15 医中誌

PubMedに
業績あり

p.14

データ手入力作成
p.18～20講座・学内研究者

の紐付け
p.21～23

Yes

No

No

Yes

選択（インポート）
p.14～16

登録
p.23

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞
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※セルの背景色について

編集作業が終わったデータです。

データベースから一括登録し、編集作業が終わっていないデータです。適宜紐
付け、修正等おこなってください。→ P.18

業績 一覧画面

「著書」「学会発表」の一覧画面も同じです。

表示するデータ
を発行年度で指
定できます。
（各年または全年度）

「変更」で、データの
内容を修正します。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

編集が終わった業績の公開
可否を一括で設定できます。
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公開区分
アイコン→p.7

公開区分アイコンについてはp.7参照

現在この項目は
使用していません。

・・・

画面に表示している
データをダウンロード
できます。形式を選べ
ます。

発行年度を「全年度」に
すると、個人の公開ペー
ジでの表示順を並べ替
えることができます。

データベースからダウンロードした
ファイルを一括登録したり、登録済
みのデータをダウンロードしたりでき
ます。→ p.24

文献管理に使い
ます。→p.27



登録済業績データ 検索方法

●●● ◆◆◆

学術雑誌など＞新規登録＞検索語を入力して「業績検索」ボタンをクリックします。

＊検索結果の表示は100件まで。

入力内容を確認後、ページ下の「登録」
ボタンを押すと、講座、研究者のページ
に業績として反映されます。

「関連講座」を設定し、正しく登録されて
いるか、他の学内共著者の講座、氏名
が紐づけされているかも、確認してくだ
さい。→p.21～23

※元のデータが修正されますので
編集は注意深く行ってください。

・・・

重複登録を避けるために、既に登録されている業績データを検索できます（p.13 
「外部DBからの取り込み」からも確認できます）。業績データを重複登録すると、
大学全体の正確な業績数が出せませんので、ご注意ください。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

著者・共著者名には自身の所属す
る講座、氏名が自動入力されます。

上部に研究業績データベース
に登録済みのデータが
表示されます。

「選択」すると入力画面に内容
が表示されます。

12
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①学術雑誌（A）＞外部DBからの取り込み（B）＞PubMedまたは医中誌にチェック（C）
＞PMIDやDOIまたは医中誌文献番号を入力して検索します（D）

業績検索
外部データベース(PubMed・医中誌)からの取り込み

◆PubMedの場合：PMIDまたはDOIを確認する

事前にPubMedまたは医中誌で該当の業績を検索しておきます
＊PubMedは「学術雑誌」のみ取り込み可能です。

A

◆医中誌の場合：医中誌文献番号を確認する ※最新の文献の場合はp.32参照

PMID・医中誌文献番号またはDOIを入力して検索

●●●●(医中誌文献番号)

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

B

C

D

●●◆◆

除外機能については
p. 17をご確認ください

B

著者名で検索し
まとめて取り込む
こともできます。
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登録したい業績を選択

②登録したい業績を下のチャートを参考に選択（E）＞「登録」ボタンをクリックします（F）

【外部データベース】
PubMedまたは医中誌に登録されている

データが表示されます。
こちらのみに表示される業績は業績データ
ベース未登録です。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

◦本システムのみ表示される
◦本システム・外部データ
ベース共に表示される

外部データベース
のみに表示される

本システム・外部
データベース共に
表示されない

＜業績が未（仮）登録の状態＞

外部データベースの業績
を選択し「登録」

検索条件を変更し
再検索して
目的の業績が

業績一覧画面から
「新規登録 」(p.18)

＜学内研究者に自身が
紐づけされていない状態＞

本システムの業績から選択
し「登録」

①または②の
チャートを参照

検索した結果、業績が

あるない

【参照】
書誌事項等、詳細
情報が確認できます。

F

除外機能については
p.17をご確認ください

【本システム】
該当の業績が、既に業績データベースに登録
済みの場合に表示されます。
自身の業績としてはまだ紐づいていません。

E

① ② ③



ピンク色の業績の「変更」ボタンをクリックした際、同じ業績とみなされる業績が既に
登録されている場合には、以下の様な重複時のメッセージが上部に表示されます。
業績データを重複登録すると、大学全体の正確な業績数が出せませんので必ず
内容を確認してください。

③業績一覧から、登録した業績の「変更」をクリックし編集画面を開きます(G)

重複時のメッセージが表示されない場合は業績の編集（p.18）へ進んでください。

本システムから取り込んだ業績は青色で表示されます。「変更」をクリックし、紐づけおよ
び修正等を行ってください。外部データベースから取り込んだ業績はピンク色で表示さ
れ、登録は完了していません。
変更をクリックし、編集して可能な限り早めに登録を完了してください。

全年度にするとすべての登録業績が表示されます。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

登録したい業績を選択

G
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下記の重複時のメッセージが表示された場合はp.16へ進んでください。



＊ 重複時のメッセージが表示されたら

重複時のメッセージが表示された場合は
必ずこちらをクリックして確認してください

以下の項目で重複チェックを行っています。
学術雑誌：「表題」の先頭7文字、「発行年月」「掲載ページ」

著書：「書名」の先頭7文字、「発行年月」
学会発表：「発表タイトル」と「会議名」の先頭7文字、「発表年月日」

❶ メッセージ中の「対象業績の一覧はこちら」 (H)をクリックする

❷ 「条件に該当する業績」を「選択」(J)し、同一の業績か内容を確認する
※「条件に該当する業績」はデータベースにすでに登録されている業績です。
※重複時のメッセージが表示されても、一部項目が一致するのみで、同じ業績ではない
場合もあります。

❸ 【p.15 「変更」ボタンから業績を選択した場合】
・登録したい業績と同一(重複)の場合は、(J)を選択したまま編集画面へ進む。→p.18
・異なる場合は、 「新規登録を試みている業績」 を「選択」（I）して編集画面へ進む。→p.18

【p.18 「新規登録」ボタンから業績を手入力で作成した場合】
・登録したい業績と同一(重複)の場合は、(J)を選択したまま編集画面へ進む。→p.18
・異なる場合は、 「新規登録を試みている業績」 を「選択」（I）し再度「登録」を押して完了。

H

I

J

業績データを重複登録すると、大学全体の正確な業績数が出せませんので
必ず確認してください。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

16
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除外機能

検索結果画面で、「未選択業績は除外リストに登録する」を選択し、「登録」ボタ
ンをクリックすると、再度検索した際に、除外リストに登録された業績は表示さ
れなくなります。

誤って、除外リストに登録してしまった場合は、検索画面の［検索範囲］にて、
「除外を含む」または「除外のみ」を選択して検索して下さい。除外リストに登録
された業績も、検索結果に表示されます。

同姓同名がある場合などにご利用ください。一度除外リストに
登録すると、もとに戻せませんのでご注意ください。

Point!

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞



業績データ 手入力作成・編集

手入力作成：検索しても該当の物が見つからない場合は、「新規登録」でデータを
直接入力してください。

編 集：外部データベースから取り込んだデータ、登録済みのデータを編集して
ください。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

入力データのサンプル
を表示します。

「新規登録」の際、ここ
から業績データベース
内のデータを再検索す
ることができます。

「新規登録」画面での
業績検索については
p.12へ

データ入力部分

「説明」をクリックすると、
該当項目の解説が表示
されます。

＊印は必須項目です。
必ず入力、もしくは値を
選択して下さい。未入力
の場合登録できません。

データ入力後、「登録」してください。

※手入力作成の場合は「登録」
ボタンをクリックした際、同じ業績
とみなされる業績が既に登録され
ていると、上部に重複時のメッ
セージが表示されます。（p.16）

・・・

◆業績 一覧画面

「論文種別」は正確に選択
してください。

④入力画面で業績データの手入力作成・編集を行います
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掲載誌名の入力候
補を表示できます。

頭文字をクリックする
か（洋雑誌のみ）、
誌名の一部を入力し
て「検索」してください。

該当する雑誌名を
クリックしてください。
「掲載誌名」欄に入力
されます。

ISSNコードは必須です。入力がない場合はインパ
クトファクターの算出ができません。
ISSNコードがない場合は「ISSNコード無し」欄を
チェックしてください。

＊ ISSN 
(International Standard Serial Number)
雑誌につけられている8桁の固有の番号。

掲載誌名は「参照」ボタンから検索できます。（検索されない場合には、
直接入力してください。）

学術雑誌 掲載誌名

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

和雑誌が正式な欧文誌名を併せ持つ
場合は、雑誌名をローマ字書きし

イコールを入れ、欧文誌名を入力して
ください。
例） Nihon Ishikai zasshi = Journal of  

the Japan Medical Association

ない場合は雑誌名をローマ字書きし
てください。
※独自に翻訳しないようお願いします。

19



学術雑誌 DOIコード・詳細情報

DOIコードは入力必須項目ですので必ず入力してください。
電子情報がある場合、「DOIコード以外の・・・」をチェックすると
各種文献番号の入力欄が開くので、該当の項目に入力してください。

✓

←医中誌など

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞
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文献番号←PubMed の



講座の紐づけ

講座・学内研究者の紐づけ

⑤講座および個人の業績としてデータを公開するために、データの紐づけを
します
個人IDでログインすると、自身の所属する講座が関連講座に、学内研究者に

自身が自動入力されます。学内に共著者がいる場合、共著者の講座、氏名も
紐付けしてください。

XXXX000 ○○○科

自身の所属講座が表示されている
ことを確認して「登録」してください。

学内他部署に所属する
共著者がいる場合、共
著者の所属部署を選択
し、追加してください。

個々の業績に対して、どの講座の業績か、またどの個人の業績か、という
印をつけていく作業のことです。

紐づけとは

Point!
紐づけをすると、学内での共同研究の場合には、ひとつ
の業績データを共有できるので
重複して業績データを入れる必要がありません。

紐づけの方法

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

「関連講座」の項目
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※本学以外での個人業績は、「関連講座」を空欄にして登録してください。



追加した氏名が表
示されていることを
確認してください。

学内共著者がいる場合、

「研究者の追加」から検索し、
共著者も追加してください。

◆◆◆

✓

検索語を入力し
「検索」します。

該当者を選択し
「追加」します。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

Point!

◆◆◆

「所属講座」で検索すると、講座に所属する学内研究者の
一覧が表示されます。
追加したい研究者の所属が同じ場合など便利です。

講座に所属する
学内研究者の一覧

「著者・共著者」の項目

「著者・共著者リスト」に
も同時に追加されます。
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学内研究者の紐づけ



著者・発表者の入力

必ずチェックしてください。講座公開ページの
「当該年度研究業績数一覧表」に反映されます。

学術雑誌 学会発表

著者名の順番を
変更できます。

「著者・共著者リス
ト」に表示されてい
る著者名を公開用
ページ入力欄に
コピーできます。

学外の著者名も
入力してください。

◆◆注意 ◆◆

言語種別が「英語」であるにもかかわらず
「研究者の追加」を行うと、「著者・共著者リ
スト」欄に日本語の氏名が追加される場合
があります。
ローマ字で入力しなおしてください。

⑥個人の紐づけ後、「著者・共著者」（発表者・共同発表者）の項目を編集します

⑦項目を入力したら最後に「登録」ボタンをクリックして完了です

※手入力作成の場合は「登録」ボタンをクリックした際、同じ業績とみなされる
業績が既に 登録されていると、上部に重複時のメッセージが表示されます。
表示された場合はp.16へ

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

この欄の著者名が公開ページに表示
されます。論文に表示されている順に
記載してください。

以下の記号を入力してください。
[学術雑誌] 氏名の後

1st Author †（ﾀﾞｶﾞｰ）
Corresponding Author *（ｱｽﾀﾘｽｸ）

[学会発表] 氏名の前
演者 ◎（二重丸）
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個人用IDでログインすると、医中誌Web、EndNote デスクトップ/ Web版で作成
したファイルを一括登録できます。
★データは重複チェックされず、すべて登録されます。重複をさけるため、
第一著者が責任をもって、登録してください。

★PubMedからの一括登録は、現在ご利用いただけません。

◆医中誌Webの場合

検索結果画面で、取り込みたい
データにチェックを入れます。

文献データベースからの一括登録

①データベースから一括登録したいファイルを作成する

※記事区分は混在していても、それぞれ自動的に学術雑誌、学会発表に振り分けられます。

出力形式は「タグ付き」、
フォーマットは「CSV方式」を

選択し、デスクトップなどに
保存します。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞
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リスト上部（下部）の
「ダウンロード」を選択します。

記事区分「原著論文」「解説」「総説」「症例報告」「一般」「レター」は学術雑誌、「会議録」は
学会発表に登録されます。「図説」「講義」「座談会」「コメント」「Q&A」は登録されません。

記事区分が2つある場合は1つ目が採用されます。



文献リスト画面で、取り込みたいデータを選
択し、 File のプルダウンメニューで「Export」
を選択します。

ファイルの種類を「XML」にし、
デスクトップなどに保存します。

◆EndNote Web版の場合

※業績データの種類（学術雑誌、著書、学会発表）ごとにファイルを作成してください。

「引用文献リスト作成」タブから
「エクスポート」を選択します。

◆EndNoteデスクトップ版の場合

※業績データの種類（学術雑誌、著書、学会発表）ごとにファイルを作成してください。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞
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レファレンスで、対象の文献リストを選択し、
スタイルの種類を「RefMan(RIS)」にして、デス
クトップなどに保存します。



②業績データベースに一括登録する（共通）

データベースに合わせてファイル形式を選択します。
※EndNoteデスクトップ版は 「EndNote(XML)」、

EndNote Web版は 「その他(RIS)」を選択してください。

EndNoteデスクトップ/Web版からの
データは登録対象を選択してください。

「戻る」ボタンからリスト表示し、「変更」から
編集・紐づけを行ってください。→p.15

一括登録した仮データはピンク色
で表示されます（非公開）

業績リスト（学術雑誌、著書、学会発表
いずれか）下部にある「一括更新ダウ
ンロード」ボタンをクリックします。

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞
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「参照」で登録するファイルを

指定し、「登録」をクリックします。

※文字数超過の場合は「文字数を超過した箇所がありました。必ず登録した業績データを
確認して下さい。」というエラーメッセージが出ます。データ修正後、「修正完了」にチェック
を入れてください。



原文管理

オープンアクセス方針が採択され、原則すべての業績論文の本文公開が義
務化されました。オープンアクセス論文以外の論文は、著者最終稿（査読済
Word原稿）をご提供いただくことで学術リポジトリTwinkleにて本文公開が可
能となります。
リポジトリ専門委員会事務局（メール：repository.bi@twmu.ac.jp）あてに送
信してください。
Twinkleで成果が公開されると、研究業績データベースの業績リスト画面に

アイコンが表示され、本文にリンクします。

公開ページ 業績リスト画面

学術雑誌・著書・学会発表の入力 ＞

ここから登録

学術リポジトリTwinkle画面

研究業績データベースの入力画面（業績の一覧画面）から、本文ファイル登録
が可能です。文献管理にお使いいただけます。
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個人調書等のダウンロード

Excel形式で、調書等をダウンロードできます。

○○

○○

○○

○○
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researchmapへのデータ提供

教員自身が任意のタイミングでresearchmapへデータ提供を行うことが可能です。
※データは上書き更新されます。業績DBで非表示の状態でも、researchmapのみに

登録されているデータ交換の対象データ（業績、個人情報等）は全て消えてしまう
ため、データ交換を行う前に業績DBに登録しておいてください。また念のため
researchmap上でバックアップをとるなどご対応ください。

データ提供の前に
【研究者コードについて】
データ提供には「researchmap研究者コード」が必要です。未取得の方は、まずresearchmap

(https://researchmap.jp/)にてアカウントを作成し、以下の手順で研究者コードを確認してください。

❶マイポータル（A）＞エクスポート（B）をクリック
❷エクスポート（C）をクリック
❸researchmapID（＝研究者コード）を確認（D）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

●●●●

●●●●

【データ提供の設定】
researchmapにログイン後、設定（上図H）＞権限設定（I）で、「所属機関事務担当者による編集」
欄の「編集を許可する」、「自動的に反映する」を選択してください。

【データのバックアップ】
researchmapに登録された各情報は、
CSV、JSON形式で一括出力できます。
❶エクスポート（上図B＞C＞出力形式等を選択し、E）をクリック
❷エクスポートしたファイル名（F）をクリック
❸Zipパスワードを控えておき、データをダウンロード（G）
※ダウンロードしたファイルを開く際にZipパスワードが必要となります。

●●●●

B H
A

C

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

D

I

[ ]内10桁の
英数字

E

F

G

researchmapデータ更新 ＞

https://researchmap.jp/
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業績DBにログイン後、研究業績の編集ページへ＞「researchmap研究者
コード【任意】 」からご自身のresearchmap研究者コードを登録してください。

① researchmap研究者コードの登録

② 【情報公開可否】設定→p.7
researchmapへの情報提供で「公開可」にチェックを入れてください。

researchmapデータ更新 ＞

2022.1.26 改訂
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※科研費審査においては「公開可」（ アイコンがついている）のみ審査員が閲覧できます。

③ データの公開区分の設定
データ提供対象項目は、メニューで■のアイコンが付いている項目です。
業績データについては公開区分を選択できます。→p.7

researchmapへの
データ提供対象項目

researchmapデータ更新 ＞

④ researchmapデータ更新
①～③でデータを整えた後、最後に◆メニュー＞「researchmapデータ更新」をク

リックしてください。確認メッセージ後、データ更新処理が行われます。
※データ更新した結果は、翌日researchmapに反映されます。



◆ 登録した項目は翌日公開ページに反映されます。

＜問合せ・連絡先＞
業績データベース作業部会事務局 （図書館内）

mail : gyoseki.bi@twmu.ac.jp

◆ 雑誌刊行前に論文の電子版が公開された
巻号ページが確定した段階で登録してください。

◆ 電子版のみの論文でページ付けがない
DOI (Digital Object Identigier) のみでページ付けのない論文はページ欄にもDOI を
入力してください。

◆ 医中誌Webを検索、登録しようとしたら文献番号が「Pｒｅ医中誌」である
医中誌の文献番号は、論文発行直後は「Pre医中誌」のIDがつけれられており、す

べてのデータが整備された後に正式な番号へと変わります。正式な文献番号が
付与されてから登録するか、登録後、文献番号を修正してください。
文献番号で検索できない場合は、論文の表題などで検索して登録して下さい。

◆ Excelファイルのリストから業績を一括登録したい。
現在一括登録できるのは、医中誌・EndNoteからダウンロードしたファイルのみと
なります。詳細はp.24をご覧ください。

◆ 入職前の業績を登録したい

東京女子医科大学に入職する前の業績を登録する場合は「関連講座」欄を空欄
にして入力してください。

◆ こんな活動は？
以下のような活動は「著書」「学術雑誌」「学会発表」ではなく 「社会における活動」
欄に入力してください。

新聞・一般の週刊誌・企業誌などの記事、
ブログ、ホームページの記事
取材、インタビュー、対談、テレビ、ラジオ、
研修会、E-ラーニング講師、雑誌エディター・レフェリー、
座長、大会長など

※学会以外の講演・会議・研修会での講師等の活動は「学会以外の講演・会議等」
の欄にも入力することができますが、講座ページには反映されません

◆ 研究課題を登録したい

「研究課題,受託研究,科研」に登録してください。そのうち、公的資金に関わる研究
は、講座IDの「当該年度の研究費受入状況」にも登録してください。

こんな時は

データの公開
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業績データベースQ&Aもご覧ください
https://gyoseki.twmu.ac.jp/twmap/doc/researchdb.html


